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・C988の製品ページまで最新の動作環境/仕様をご参照下さい。 
　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_spec.html 

・C988の製品ページのQ&A： 
　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html 

・製品アップデート情報はこちらからご覧いただけます。 
　http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_download.html 
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1-1. 動作環境・仕様について

第１章：接続・操作方法

1-2. パッケージ内容

初めに 03

初めに

パッケージ内容

クイックガイド 
（本書）

C988 本体

3.5mm ステレオ  
オーディオ  

ケーブル（3極）

1 HDMI OUT 端子（パススルー）

2 HDMI IN 端子

3 3.5mm AUX OUT 端子（3極 - パススルー）

4 3.5mm AUX IN 端子（3極）

本体各部の名称

HDMI ケーブル

1 2 3 4

オンラインマニュアル

AVerMedia 公式サイト 

（http://www.avermedia.co.jp/download/index.html） 
にアクセスし、C988 の最新のユーザーマニュアル（詳細
版）をダウンロードして下さい。  

http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_spec.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_download.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_download.html


 

 

ご注意（2017.05現在）： 
・HDMI音声とAUX音声をミックスすることはできません（HDMI及びAUX IN 
　端子からの出力音声を同時にキャプチャーすることはできません）。 
・C988は3.5mm ピンジャック接続のマイク/ヘッドセットに対応して 
　おりません。マイク/ヘッドセットを利用する場合は、パソコンと接続して 
　下さい。 
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1-3. 本体各部の名称

初めに 03

初めに

パッケージ内容

クイックガイド 
（本書）

C988 本体

3.5mm ステレオ  
オーディオ  

ケーブル（3極）

1 HDMI OUT 端子（パススルー）

2 HDMI IN 端子

3 3.5mm AUX OUT 端子（3極 - パススルー）

4 3.5mm AUX IN 端子（3極）

本体各部の名称

HDMI ケーブル

1 2 3 4

オンラインマニュアル

AVerMedia 公式サイト 

（http://www.avermedia.co.jp/download/index.html） 
にアクセスし、C988 の最新のユーザーマニュアル（詳細
版）をダウンロードして下さい。  

接続端子
対応 

付属接続ケーブル
1 HDMI OUT 端子（パススルー）

HDMI ケーブル
2 HDMI IN 端子

3
3.5mm AUX OUT 端子
（３極 - パススルー）

ー

4 3.5mm AUX IN 端子（３極）
3.5mm ステレオ 
オーディオケーブル 

（３極）



①　本製品を取り付け 
Step １.　パソコンの電源を切り、コンセントから電源コードを抜いて下さい。 
　　　　  パソコンケース背面の拡張カードパネルから増設部分のブラケット 
　　　　  を取り外します。 

Step ２.　マーザーボードの空いているPCI Expresss x1スロットに取り付けます。

Step ２.　C988が完全にはまったことを確認してから、ブラケットをネジで 
　　　　  固定します。 

※『RECentral 3（若しくはそれ以降）』でC988本体に搭載されるLEDライト 
　の明るさを調整することができます（→75ページ）。 

②～⑤　映像/音声ケーブルの接続 
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1-4. 製品セットアップ

 04 製品セットアップ

製品セットアップ

① 本製品を取り付け

Step 1. パソコンの電源を切り、コンセントから電源コー
ドを抜いて下さい。パソコンケース背面の拡張カードパネ
ルから増設部分のブラケットを取り外します。 

Step 2. マーザーボードの空いている PCI Expresss x1 
スロットに取り付けます。

Step 3. C988 が完全にはまったことを確認してから、 
ブラケットをネジで固定します。

 

※「RECentral 3」で C988 本体に搭載される LED ライトの明るさを

調整することができます。

②–⑤　映像/音声ケーブルの接続

機器 対応ケーブル C988 本体

② モニター・テレビ ← HDMI ケーブル ← HDMI OUT 端子

③

ソース機器
（ゲーム機/ビデオ 
カメラ/iOSデバイス/ 

パソコンなど）

→ HDMI ケーブル → HDMI IN 端子

④ スピーカー ← 3.5mm ステレオ 
オーディオ 

ケーブル（3極）

←
3.5mm AUX OUT 

端子

⑤
音声機器・ 

サウンドボード
→ →

3.5mm AUX IN  
端子

←

←

←

←

1

2

3

4

5

モニター

ソース 
機器

スピーカー

音声機器

VGA DVI HDMI

HDMI IN HDMI OUT 

→

→

パソコンの 
モニター

モニター・TV 
（ゲームの画面）

ソース機器
HDMIケーブル→

HDMIケーブル 
（パススルー）

※詳しくは C988 の最新のユーザーマニュアル（詳細版）、 
若しくは製品ページの Q&A をご参照下さい。 

機器 対応 
付属接続ケーブル C988 本体

② モニター・テレビ ←
HDMI ケーブル

← HDMI OUT 端子

③
ソース機器（ゲーム機 / ビデオカメラ /  

iOSデバイス/ パソコンなど） → → HDMI IN 端子

④ スピーカー ← 3.5mm ステレオ  
オーディオ 

ケーブル（3極）

← 3.5mm AUX OUT  
端子（３極）

⑤ 音声機器・
サウンドボード → → 3.5mm AUX IN 

端子（３極）



ご注意（2017.05現在）： 
・本製品をHDMIケーブルで接続する際は、HDCP（不正コピーを防止する著作権 
　保護技術）制限により、映像の表示（ソフト、パススルー）ができない（黒また 
　は青い画面 / No Signal）ので、正常に録画・配信ができない場合があります。 
・PlayStation 4（略：PS4）を接続・録画・配信する場合は、PS4側の設定 
　でHDCPをあらかじめオフにして下さい（→07ページ）。 
・iOSデバイスを接続・録画・配信する場合は、iOSデバイスの仕様上、 
　付属ソフト『RECentral 3（若しくはそれ以降）』を使用して、 
　C988側の「HDCP検出機能」をオフにする必要があります（→08ページ）。 
・PlayStation 3（略:PS3）、Android スマホ・タブレット、映像機器（BD/　 
　DVDプレイヤーなど）を接続する場合は、HDMIから出力されたコンテンツ 
　はHDCPがかけられているため、映像の表示（ソフト、パススルー）ができない 
　（黒または青い画面 / No Signal）ので、正常に録画・配信ができません。 
・ご使用のソース機器、音声機器の仕様により、対応できない可能性もあります。 
・C988の対応入出力解像度に対応しないビデオカメラ、メディアプレーヤー、 
　業務用映像機器などのソース機器やモニター・テレビを使用する場合は、 
　映像の表示ができない（※黒または青い画面 / No Signalなどが表示されます） 
　ので、正常に録画・配信ができない場合があります。 
・他社製の映像変換コンバーター / スプリッタなどを使用する場合は、ご使用の 
　機器の回路仕様などにより、C988の対応解像度が合っても対応できない場合 
　もあります。 

  /  5 80

 04 製品セットアップ

製品セットアップ

① 本製品を取り付け

Step 1. パソコンの電源を切り、コンセントから電源コー
ドを抜いて下さい。パソコンケース背面の拡張カードパネ
ルから増設部分のブラケットを取り外します。 

Step 2. マーザーボードの空いている PCI Expresss x1 
スロットに取り付けます。

Step 3. C988 が完全にはまったことを確認してから、 
ブラケットをネジで固定します。

 

※「RECentral 3」で C988 本体に搭載される LED ライトの明るさを

調整することができます。

②–⑤　映像/音声ケーブルの接続

機器 対応ケーブル C988 本体

② モニター・テレビ ← HDMI ケーブル ← HDMI OUT 端子

③

ソース機器
（ゲーム機/ビデオ 
カメラ/iOSデバイス/ 

パソコンなど）

→ HDMI ケーブル → HDMI IN 端子

④ スピーカー ← 3.5mm ステレオ 
オーディオ 

ケーブル（3極）

←
3.5mm AUX OUT 

端子

⑤
音声機器・ 

サウンドボード
→ →

3.5mm AUX IN  
端子

←

←

←

←

1

2

3

4

5

モニター

ソース 
機器

スピーカー

音声機器

VGA DVI HDMI

HDMI IN HDMI OUT 

→

→

パソコンの 
モニター

モニター・TV 
（ゲームの画面）

ソース機器
HDMIケーブル→

HDMIケーブル 
（パススルー）

※詳しくは C988 の最新のユーザーマニュアル（詳細版）、 
若しくは製品ページの Q&A をご参照下さい。 



・ソース機器（ゲーム機、ビデオカメラなど）側の映像出力設定/出力解像度 
　が正しく設定されていない場合は、『RECentral 3』などのソフトで映像 
　を表示できない（No Signal）、及びHDMI OUT 端子からモニター・テレビ 
　へ出力されない可能性がありますので、ゲーム機の映像出力設定・解像度 
　を再度ご確認下さい。 
・ソース機器側の出力設定が正しく設定されていても、『RECentral 3』などの 
　ソフトで映像が表示されない（No Signal）、HDMI OUT端子からのモニター 
　・テレビが出力されない場合は、製品ページのQ&Aをご参照下さい。 
・HDMI音声とAUX音声をミックスすることはできません（HDMI及びAUX IN 
　端子からの出力音声を同時にキャプチャーすることはできません）。 
・C988は3.5mm ピンジャック接続のマイク/ヘッドセットに対応しておりませ 
　ん。マイク/ヘッドセットを利用する場合は、パソコンと接続して下さい。 
・C988のAUX OUT端子を利用してヘッドホンを接続することはお勧めしませ 
　ん。スピーカーと接続して下さい。 
・HDMI音声 / AUX音声を切り替えてキャプチャーする際は、C988対応 
　のキャプチャーソフト『RECentral 3』若しくはサードパーティ製ソフト 
　を使用して設定を行って下さい。詳しくは製品ページのQ&Aをご参照下さい。 
・サードパーティ製ソフトについては、詳しくは製品ページのQ&Aをご参照 
　下さい。 
　 
※動画ガイドをご参照下さい： 
・『AVerMedia RECentral 3』の機能紹介ビデオ： 
　https://www.youtube.com/watch?v=btVLFTYwrGM&t=32s 

※下記のサイトをご参照下さい。 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/531.html 
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http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html
https://www.youtube.com/watch?v=btVLFTYwrGM&t=32s
https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/531.html


　専用ソフト『AVerMedia RECentral 3（若しくはそれ以降）』 又は対応する 
サードパーティ製ソフトを使ってPCに録画 ・配信を行います。 

専用キャプチャーソフト「AVerMedia RECentral 3」： 
Step １.　AVerMedia公式サイト（http://www.avermedia.co.jp/download/
index.html）にアクセスし、C988対応のキャプチャーソフト『RECentral 3』 
をダウンロードすることができます。 

Step ２.　ダウンロードが完了したら、ファイルを解凍してインストーラーを立ち 
上げ、「完全（必要な機能をすべてインストールします）」を選んで、画面の指示 
に従ってインストールを進めて下さい。 

ご注意： 
※C988はドライバーのインストール不要のプラグ&プレイの製品なので、 
　別途専用ドライバーをインストールしなくても、録画・配信ソフトから認識されます。  
※『RECentral 3』をインストールすると、「AVerMedia LGHD Stream Engine」 
　というプラグインもインストールされます。サードパーティ製ソフト 
　（例：OBS Studio、XSplit、NLE、アマレコTVなど）を利用する時、 
　「AVerMedia LGHD Stream Engine」というプラグインを設定すれば、 
　 入力される映像の表示のパフォーマンスを向上させることができますので、 
　『RECentral 3』をインストールすることをお勧めします。 
　詳しくは製品ページのQ&Aをご参照下さい。 

サードパーティ製ソフトについて： 
※サードパーティ製ソフトを利用すれば、１台のパソコンで複数枚のC988を接続 
　して、同時にキャプチャーを行って録画・配信することが可能です（例えば、 
　1台はゲーム機、1台はカメラ等）。詳しい使用方法・説明は製品ページのQ&A 
　をご参照下さい。 
※サードパーティ製ソフトについては、詳しくは製品ページのQ&Aをご参照下さい。 
※本製品はサードパーティ製ソフトに対応しておりますが、全てのサードパーティ製 
　ソフトへの対応を保証できかねます。また、サードパーティ製ソフトの更新・Bug 
　により、対応できなくなる可能性がありますので、ご了承下さい。 
※各サードパーティ製ソフトに対するお問い合わせ、その他のご質問につきましては、 
　各ソフトウェアのサポート窓口などにお問い合わせください。 
※各サードパーティ製ソフトの使用によって生じるあらゆる直接的・間接的故障・損害 
　に関して、当社は一切の責任を負いません。 
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1-5. キャプチャーソフト（録画・配信）について 
（AVerMedia RECentral 3、サードパーティ製ソフト）

http://www.avermedia.co.jp/download/index.html
http://www.avermedia.co.jp/download/index.html
http://www.avermedia.co.jp/download/index.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_qa.html


・Playstation 4 側の設定でHDCPをオフしでき下さい： 

Step １.　PlayStation 4（略：PS4）の「システムソフトウェアバージョン1.70」 
以降にアップデートして下さい。 

Step ２.　PS4のメニュー画面で、【設定】を選択して、 「システム」→ 
「HDCPを有効にする」のチェックを外して、HDCP機能を解除します 

ご注意： 
※但し、BD/DVDなどの録画はできません。 
※PS4側の設定でHDCPをオンにしている場合は、映像の表示（ソフト、パススルー） 
　ができなくなります（黒または青い画面 / No Signal）ので、使用できません。 
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1-6. 機器との接続： 
① PlayStation 4を接続する場合



・C988側のHDCP検出機能をオフしでき下さい： 

　iOSデバイス（iPhoneなど）を録画/配信する場合、iOSデバイスの仕様上、 
付属ソフト『AVerMedia RECentral 3』を使用して、C988側の「HDCP検出機能」 
をオフにする必要があります。 

ご注意： 
※「HDCP検出機能」をオフにしても著作権保護されたコンテンツ（例：iTunesなど版権物 
　の映画コンテンツ）を録画・配信できません。 
※初期設定はこの機能がONになっているため、この状態でiOSデバイスを接続している 
　場合、ソフト側では映像の表示ができなくなります（黒または青い画面 / No Signal）ので、 
　正常に録画・配信ができません。 
※iOSデバイスとの接続には、別売りのApple製純正Digital AVアダプタ（HDMI 変換アダプタ） 
　が必要です（本製品には付属されておりません）。 

【『RECentral 3』を利用して、HDCP検出機能をオフする方法】 

Step １. 
　Digital AVアダプタ（HDMI変換アダプタ）を使用して、iOSデバイスとC988、 
パソコンを接続して下さい。 

ご注意： 
※iOSデバイスとの接続には、別売りのApple製純正Digital AVアダプタ（HDMI 変換アダプタ） 
　が必要です（本製品には付属されておりません）。 
※Andriodスマホ・タブレットを接続する場合は、HDMIから出力されたコンテンツ 
　はHDCP（不正コピーを防止する著作権保護技術）がかけられているため、 
　映像の表示（ソフト、パススルー）ができない（黒または青い画面 / No Signal） 
　ので、正常に録画・配信ができません。 

  /  9 80

1-6. 機器との接続： 
② iOSデバイスを接続する場合



Step ２. 
　『AVerMedia RECentral 3（若しくはそれ以降）』を起動します。 

Step ３. 
　左上の【設定】のロゴをクリックして、キャプチャーデバイスの下の 
「Live Gamer HD 2」（C988）をクリックすると右側に設定画面が表示されます 
ので、【一般】を選択して「HDCP検出機能」をオフにして下さい。 

※HDMIケーブルでPlayStation 3（以下略：PS3）を接続する場合は、HDMIから出力された 
　コンテンツはHDCPがかけられているため、映像の表示（ソフト、パススルー）ができない 
　（黒または青い画面 / No Signal）ので、録画・配信ができません。 
　- PS3及び他のコンポーネント出力を持つ家庭用ゲーム機（Wii、PS2など）を録画・配信 
　  したい場合は、弊社のコンポーネント入力対応のキャプチャー製品付属の「PS3専用 
　  ケーブル」若しくは「ゲーム機接続用ケーブル」を利用すれば、 PS3/PS2、Wii 
　  をキャプチャーできます。 
　【弊社コンポーネント対応キャプチャー製品一覧】 
　  ・（USB接続タイプ製品）：GC550、CV710、AVT-C875 
　  ・（アプライアンスタイプ製品）：AVT-C285 

※他社製の映像変換コンバーター / スプリッタなどを使用する場合は、ご使用の機器の 
　回路仕様などにより、C988の対応解像度が合っても対応できない場合もあります。 
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http://www.avermedia.co.jp/product_swap/gc550.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/cv710.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c875.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c285.html


※PS4 / iOSデバイスをC988に接続して、『RECentral 3（若しくはそれ以降）』及び 
　サードパーティ製ソフト側（XSplit、OBS Studioなど）で映像の表示ができない 
　（黒または青い画面 / No Signal）場合は、次の操作（以下の表のように）を行って下さい： 
　C988側の「HDCP検出機能」をオフにして下さい。 
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ソフト側（RECentral 3、サードパーティ製ソフト）

（C988）HDCP ON （988）HDCP OFF

PlayStation 4

HDCP 
ON

☓ 
(黒または青い画面 / No Signal） 

⇛対処：PS4側のHDCPをオフ

☓ 
(黒または青い画面 / No Signal） 

⇛対処：PS4側のHDCPをオフ

HDCP 
OFF

◯ ◯

・iOSデバイス 
　（iPhone・iPadなど） 
・Mac

☓ 
(黒または青い画面 / No Signal） 
⇛対処：C988側のHDCPをオフ

◯

Androidデバイス
☓　(黒または青い画面 / No Signal） 

⇛対応しません

PlayStation 3
☓　(黒または青い画面 / No Signal） 

⇛対応しません
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第2章：ソフトウェアの使い方 - 『RECentral 3』

2-1. メインメニューの見方 

① 機能切替 【録画/ライブ配信】、【ファイル管理/シェア】、【設定】の３つの機能 
を切替えて選択します（→14ページ）

② 使用中のデバイス
現在使用しているキャプチャーデバイス（→15ページ） 
（→PCにAVerMediaのキャプチャーデバイスが複数接続されている場合は、 
　ここでデバイスを切替えます。）

③ 入力ソース 【映像設定】、【デバイス音声】【録音設定（マイク/他のサウンドデバイス、 
PC音声）】を設定します。（→18~22ページ）

④ 録画/ライブ配信

・録画：録画品質（解像度/FPS/ビットレートなど）、コーデック 
　（ハード/ソフトウエアエンコーダ）などを設定します（→23~25ページ） 
・ライブ配信：プラットフォーム（配信設定、配信品質）、コーデックなど 
　を設定します（→30~31ページ）

⑤ 表示モード 【ダッシュボード】、【シーン（PIP機能）】を切替えて選択します 
（→26 & 57~68ページ）

⑥ キャプチャーボタン
・録画/ライブ配信を開始/停止します 
・ライブ編集を保存します 
・スナップショットを撮ります

⑦ 録画可能な時間 録画可能な時間（HDDの空き容量により計算します）

⑧ 録画/配信ウィンドウ プレビュー/録画/ライブ配信する画面を表示します

⑨ 音声のオン/オフ、フルスクリーン表示に切り替えます

⑩
・録画/配信ウィンドウのオン/オフ 
・ウィンドウをタスクバーに収納/最大化（フルスクリーン表示）します 
・『RECentral 3』を終了します



【機能切替の見方】 
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① 録画/ライブ配信

・録画を設定して行います（→18~26ページ） 
・ライブ編集を行います（→27~29ページ） 
・ライブ配信を設定して行います（→30~56ページ） 
・シーンを設置して、録画/ライブ配信を行います 
　（→57~68ページ）

②
ファイル管理/ 
シェア 
（→69ページ）

・保存した録画/静止画ファイルを管理します 
・保存した録画/静止画ファイルを動画サイト/SNSに共有します

③
設定 
（→70~76 
      ページ）

・【表示言語】、【録画の保存先】、【ビデオレンダラー】 
　などを設定します 
・【マイク】を設定します 
・【ショットカットキー】を設定します 
・【共有アカウント（Facebook/Twitter/YouTube）】 
　を管理します 
・【設定プロファイル（設定/録画/配信）】を管理します 
・ソフトウエアバージョン情報の確認、更新情報をチェック 
　します 
・キャプチャーデバイスを設定します： 
　- C988本体に搭載されるLEDライトの明るさを調整します 
　- HDCP検出機能を設定します 
　- ドライバー/ファームウェアのバージョン情報の確認、 
　  更新情報をチェックします

④ AVerMedia 
ボタン AVerMediaホームページに飛びます



【キャプチャーデバイスに切替える方法】 
　下記の通り▼でメニューを開いてデバイスを切り替えます。 

※Live Gamer HD2 = C988 
※Live Gamer Portable 2 = AVT-C878 
※Live Gamer EXTREME = GC550 
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http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/avt-c878.html
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/gc550.html


【録画/配信ウィンドウのみ表示する方法】 
　矢印のアイコンをクリックすると、録画/配信ウィンドウのみを表示します 
（ソフトのメインメニューなどのインターフェイスが隠されます）。再度矢印のアイコン 
をクリックすると、ソフトのメインメニューなどのインターフェイスが表示されます。 

【フルスクリーン表示に切替える方法】 
　録画/配信ウィンドウをダブルクリックするか、若しくはメインメニューから 
「フルスクリーン表示のオン/オフ」のアイコンをクリックして、 
フルスクリーン表示に切替えます。 
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①　スナップショット（静止画）を撮る 
②　録画/ライブ配信の開始/停止 
③　音声のオン/オフ 
④　フルスクリーン表示に切り替えます 
⑤　録画の経過時間（録画/ライブ配信中のみ表示） 
⑥　録画可能な時間（HDDの空き容量により計算します） 
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2-2. 録画/配信ウィンドウの見方 



Step １： 
　メインメニューで【録画/ライブ配信】を選ぶと、録画/ライブ配信のメニュー 
が表示されてから、【録画】のアイコンを選択します。 
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2-3-1. 録画の手順



Step ２： 
　【映像設定】、【デバイス音声】、【録音設定（マイク/他のサウンドデバイス、 
PC音声）】を選択/設定します。 
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映像設定 HDM

調整できる項目： 
・カラー： 
　「色範囲（標準、拡張）」、 
　「色調整（輝度、コントラスト、色合い、彩度）」
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【デバイス音声】 

　下記の通り、メニューを開いて入力音声（HDMI/AUX音声）を切り替えます。 

※ライン （AVerMedia Live Gamer HD 2） = AUX音声（3.5mm AUX IN端子） 
※デジタル オーディオ インターフェース  （AVerMedia Live Gamer HD 2） 
　= HDMI音声（HDMI端子） 

 

ご注意（2017.05現在）： 
・HDMI音声とAUX音声をミックスすることはできません（HDMI及びAUX IN 
　端子からの出力音声を同時にキャプチャーすることはできません）。 
・C988は3.5mm ピンジャック接続のマイク/ヘッドセットに対応して 
　おりません。マイク/ヘッドセットを利用する場合は、パソコンと接続して 
　下さい。 
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【録音設定】 

・マイク/他のサウンドデバイス： 
　▼でメニューを開いてパソコンに繋げるマイク/ 
他のサウンドデバイスを切り替えて、入力音声のつまみを左右に 
動かすと、入力音声を調整できます。 

・PC音声： 
　有効にすると、PCから流れる音声（アプリ、ゲーム、 
メディアプレイヤー、ウェブページなど）をキャプチャー 
できます。 

※ご注意： 
・シーン機能（→58ページ）がOFFになっている場合は、 
　「PC音声」を選択できません。シーン機能をON（有効）にして下さい。 
・「ライブ編集機能（→27ページ）」を有効にすると、「PC音声」を選択できません 
　（HDMI/3.5mm AUX IN音声のみキャプチャーします）。 
　「PC音声」を選択する場合は、「ライブ編集機能」を無効にして下さい。 
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Step ３（録画画質）： 
　録画画質を設定します。「最高」、「良い」、「標準」を選択するか、 
若しくは「カスタム」を選択して、録画品質を細かく設定します。設定出来る項目 
は次のページの表の通りです。項目ごとにいずれかの設定を選んで下さい。 
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最高 良い 標準
映像のフォーマット mp4
映像（解像度） 1920x1080@60p 1280x720@30p 848x480@30p
映像ビットレート 30 Mbps 12 Mbps 4 Mbps
音声ビットレート 256 kbps 128 kbps 128 Kbps

カスタム設定
映像のフォーマット MP4

解像度

1920x1080、1680x1050、1440x900、1360x768、
1280x1024、1280x800、1280x768、1280x720、 
1024x768、800x600、848x480、768x480、 
720x576、720x480、640x480、640x360、576x360 

※選択できる解像度は映像ソースの出力解像度/FPS 
　により決められます（1920x1080に設定できない場合 
　もあります）。

映像ビットレート 60～0.3 Mbps

フレームレート 
（FPS）

60、59.94、50、30、29.97、25、24、20、15 

※選択できるフレームレートは出力解像度により決められます。
音声ビットレート 256、192、128、96、64、32 kbps
H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE
キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds

調整ボタン



　これまでに保存した設定プロファイルの中から選んで設定を切替ます。 
「＋」のアイコンをクリックして、名前を付けて現在の録画品質の設定 
を新規作成・保存します。「ゴミ箱」のアイコンをクリックして指定された 
設定プロファイルを削除します。 

【コーデック】 
　1080p/60fpsをキャプチャーする、またはPiP、『RECentral 3』のライブ編集 
する際、PCに負荷をかける場合はハードウェアエンコーダの使用をおすすめします。 
　RECentral 3の【録画/ライブ配信】→【コーデック】でCPU/GPU（グラフィックボー 
ド）内蔵のハードウェアエンコーダ（NVIDA / AMD、QSVなど）を使用して下さい。 

※H.264（ソフトウェアエンコーダー）を使用すると、より良い画質でキャプチャーできますが、 
　CPU使用率が100%になり、全体がカクカクの状態やできたムービーには音ズレが生じてしまう 
　場合もありますので、【コーデック】を「NVIDIA」「AMD」若しくは「QSV（※Intel製CPU 
　のQSVを使える環境であれば）」に変更することをお勧めします。 
※お使いのパソコンの構成状況により、ハードウエアエンコーダーが表示されない場合もあります 
※コーデックに関する詳しい情報は下記のサイトをご参照下さい： 
　https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/514.html 
　http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20161126004/ 
　http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20160127014/ 
※（Nvdia GeForceのグラフィックボードを搭載する環境のみ）『RECentral 3』を実行する 
　時、ソフトの実行速度が遅い、若しくはCPU使用率が高い場合の対処方法： 
　【NVDIA コントロール パネル】を起動し、【3D設定】→【3D設定の管理】→【プログラム 
　設定】の順に選択し、『RECentral 3』を指定してから「高パフォーマンス NVDIA  
　プロセッサ」を設定すると、CPU負荷を低減し、PCのパフォーマンスを向上すること 
　ができます。詳しくは製品ページの仕様をご参照下さい。 
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https://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/514.html
http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20161126004/
http://www.4gamer.net/games/234/G023421/20160127014/
http://www.avermedia.co.jp/product_swap/c988_spec.html


Step ４： 
　録画カテゴリーを指定・入力します。保存された録画/静止画ファイルは 
【ファイル管理/シェア】機能でカテゴリーによって分類できるようになります。 

Step ５： 
　ライブ編集機能を有効/無効にします。 

※ご注意： 
・シーン機能（→58ページ）がOFFになっている場合は、 
　「ライブ編集機能」を選択できません。シーン機能をON（有効）にして下さい。 
・「PC音声（→22ページ）」を選択すると、「ライブ編集機能」を選択できません。 
　「ライブ編集機能」を選択する場合は、「PC音声」を選択しないで下さい。 
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Step ６ & 7： 
　【シーン】のアイコンを選択して、録画ウィンドウの構成（映像ソース/ 
ウェブカメラ/画像/動画/ウェブページ/テキストなどのオブジェクト） 
を配置してから、【ダッシュボード】のアイコンを選択して、録画ボタン 
若しくはキーボードのシュートカットキーを押します。録画を終える場合は、 
録画ボタン若しくはキーボードの同じキーを再度押します。 

※保存した録画ファイルを確認する場合は、メインメニューで【ファイル管理/ 
　 シェア】を選んで、録画ファイルを確認/管理/シェアできます。 
※録画中にスナップショットを撮ることができます。 
※【シーン機能（PiP機能）】に関する説明は57~68ページにご参照下さい。 
※【ファイル管理/シェア】に関する説明は69ページにご参照下さい。 
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　ライブ編集機能は、録画中の過去の映像を遡って表示・カット編集することの 
できる機能です。録画モード時のみの機能となっています。 
※ライブ編集機能を使用する際は、シーン機能を「ON（有効）」にする必要があります（→25ページ） 
※ライブ配信する場合は、ライブ編集を使用することができません。 
※ライブ編集を有効にする場合は、メインメニューの【コーデック】でCPU/GPU 
　（グラフィックボード）内蔵のハードウェアエンコーダ（NVIDA / AMD、QSVなど） 
　を使用することをお薦めします。 

【ライブ編集の見方】 

①　　　ライブ編集機能を有効/無効 
②～④　始点/終点のタイムマーク、作成した動画クリップ（区切り） 
⑤　　　指定した時間 / 現在最新の時間 
⑥　　　（30）：30秒前に戻る　　 
　　　　（Live）：現在最新の映像画面に戻る 
　　　　（はさみ）：タイムマークを付ける 
⑦　　　SAVE（保存）ボタン、スナップショットボタン 
⑧　　　ライブ編集の制限時間（HDDの残り残量により計算されます） 

Step １： 
　『RECentral 3』の画面左下にある「ライブ編集機能を有効にする」にチェック 
が入りますと、ライブ編集機能を起動します。 

※ライブ編集機能を選択できない場合は、25ページをご参照下さい。 
※ライブ編集機能が有効になりますと、録画機能を起動してバッファデータを一時保存 
　します。バッファデータを一時保存しますので、ライブ編集の制限時間はHDD 
　の残り残量により決められます。 
※ライブ編集機能を有効にすると、録画品質の設定を変更できません。 
※「ライブ編集機能を有効にする」のチェックを外すと、現在一時保存した 
　 バッファデータを破棄するかどうか、ご確認下さい。 
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2-3-2. ライブ編集機能



Step ２： 
　まず動画を「タイムマーク」を付け、区切りを作成します。 
時間を指定して[ハサミ]のアイコンをクリックして、始点のタイムマークを付けます。
※付けたタイムマークに右クリックすると、マークを消すことができます。 

　同じ操作で、終点のタイムマークを付けます。これで区切りを作成して、 
始点マークと終点マークの間が「クリップ」となります。 

Step ３： 
　クリップを指定して、一度クリックして、クリップを一時削除（カット） 
することができます（この時点ではまだ削除されません）。 
　一時削除されたクリップをもう一度クリックすると取り消えすことができます。 

  /  28 80



Step ４： 
　SAVEボタンを押すと、カット編集を反応した動画を書き出します。 
保存所要時間は動画の長さ/品質やパソコンのパフォーマンスによって変わります。
長時間、高品質の動画はファイル容量が大きくなり、より時間がかかります。 
（中心バーが進行状況を表しています。） 

　動画保存の処理完了後は、付けたタイムマークやデータ（今まで一時保存された 
動画データ）を消すか、それとも全てのデータを保留か、ご確認下さい。 
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Step1： 
　メインメニューで【録画/ライブ配信】を選ぶと、録画/ライブ配信のメニュー 

が表示されてから、【ライブ配信】のアイコン
を選択します。 

Step ２： 
　【映像設定】、【デバイス音声】、【録音設定（マイク/他のサウンド 
デバイス）】を選択/設定します。 
※詳細な設定方法：18~22ページ 
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2-4-1. ライブ配信の手順



Step ３： 
　ライブ配信プラットフォーム（配信サービス）を選択/設定（解像度/FPS 
/コーデックなど）、若しくは配信サービスのアカウントを新規作成/設定します。 
※コーデックの設定、各配信サービスの詳細な配信手順：24、33~56ページ 

Step ４： 
　配信内容を自動的に録画して保存したい場合は、「自動録画機能を有効にする」 
にチェックにを入れて下さい。 
※保存した録画ファイルを確認する場合は、メインメニューで【ファイル管理/ 
　シェア】を選んで、録画ファイルを確認/管理/シェアするこができます。 
※【ファイル管理/シェア】に関する説明は69ページにご参照下さい。 
　 
Step ５ ＆ 6： 
　【シーン】のアイコンを選択して、ライブ配信画面の構成（ソース機器/ 
ウェブカメラ/画像/動画/ウェブページ/テキストなどのオブジェクト）を 
配置してから、【ダッシュボード】のアイコンを選択して、配信ボタン若しくは 
キーボードのシュートカットキーを押します。ライブ配信を終える場合は、 
ライブ配信ボタン若しくはキーボードの同じキーを再度押します。 

※ライブ配信中では、[リンク]のアイコンをクリックすると、ブラウザが 
　立ち上がり、現在中継中のライブ配信ページ（Twitch、ニコニコ生放送など） 
　に飛びます。 
※ライブ配信中にスナップショットを撮ることができます。 
※【シーン機能】に関する説明は57~68ページにご参照下さい。 
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　『RECentral 3』のライブ配信モードを利用するには、使用する配信サービス 
のアカウントが必要です。利用する配信サービスを、 
「NicoNico（ニコニコ生放送）」、「Twitch」、「YouTube Live」、 
「Facebook」、「Hitbox」などの配信サービス、若しくは「RTMP」 
（RTMP、Stream Keyを入力できます）から選びます。 

【配信サービスのアカウントを新規作成】 
　配信サービスのアカウントを新規作成する場合は、[+]のアイコンをクリック 
します。 

【配信サービスのアカウントを選択】 
　▼でメニューを開いてアカウントを選択します。 

【配信サービスのアカウントを設定（解像度/ビットレート/FPSなど）】 
　▼でメニューを開いてアカウントを選択して、[ペン]のアイコンをクリック 
します。 
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2-4-2. 配信サービスのアカウント管理/設定/新規作成手順



【1. ニコニコ生放送】 

Step １： 
　『RECentral 3』やサードパーティ製ソフトの配信機能を用いてニコニコ生放送 
で配信する場合は、 最初に放送枠を取得しておく必要がありますので、 
事前に以下の手順で放送枠の取得をして下さい。 

※ご注意： 
　事前に放送枠を取得していない場合は、ソフトウェア側でニコニコ生放送のアカウント名
とパスワードを正しく入力しても、ログインできません。（「アカウントのログインエラー
が発生します」若しくは「無効なアカウントとパスワード」というメッセージが表示されます）
、ニコニコ生放送のアカウントを使用してライブ配信する際は、必ず新規番組を登録して
放送枠を取得して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　【ログインに失敗した場合】 

Step ２： 
　ニコニコ生放送のサイト（http://live.nicovideo.jp/?header）にログインします。 
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Step ３： 
　ニコニコ生放送ページに入ります。「放送する」を押します。 

Step 4： 
①　「通常配信」若しくは「新配信」を選択して下さい。以下は「通常配信」 
　を選択します。（※2017.05現在：「新配信」を選択する場合は、 
　ニコニコ生放送サイト側の問題 / パソコンの構成環境 / ブラウザの更新・ 
　Bugにより、正常に使用できない・映像が映らない可能性があります。 
　その際は、「通常配信」を使用して下さい。） 
※「新配信」と「通常配信」の違いは、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://blog.nicovideo.jp/niconews/ni064355.html 
　http://www.gamehuntblog.com/entry/niconico_live_beta 

②　画面の指示に従って、必項目を入力して、「確認する」をクリックします。 
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③　入力した番組情報を確認した上、「上記の利用規約に同意する」にチェック 
　を入れて、最後は「放送を開始する」を押して放送枠を取得します。 

Step ５： 
　「本番開始」をクリックして、放送を本番開始します。 

※ニコニコ生放送の詳しい使用・設定方法・制限などは下記のサイトをご参照下さい： 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/183.html 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/318.html 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/323.html 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/327.html 
　http://nicowiki.com/encode.html 
　http://dic.nicovideo.jp/a/ユーザー生放送 
　http://bm2dx.com/live/fps-resolution.shtml 
　http://qa.nicovideo.jp/category/show/417 
　http://qa.nicovideo.jp/category/show/465 
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Step ６： 
　『RECentral 3』でライブ配信モードを選択します。 
「ライブ配信プラットフォーム」にて[+]のアイコンをクリックして、 
▼でメニューを開いて「NicoNico」を選択してから「次へ」をクリックします。 
アカウントとパスワードを入力して、「ログイン」をクリックします。 

Step ７ 
解像度/画質の設定： 
　【映像設定】画面の【品質】にて▼でメニューを開いて「最高」「良い」「標準」
を選択するか、若しくは「カスタム」を選択して、配信品質を細かく設定します。 
　設定が完成したら、【保存】をクリックして終了します。 

※（2017.05現在）ニコニコ生放送の制限により、他の配信サービスのように 
　高画質を設定することができません。解像度は最大640x360、フレームレート 
　（FPS）は30、映像ビットレートはAuto Mbps（最大ビットレートが自動的 
　に変動します）、音声ビットレートは64 kbpsまでに制限されます。 

※ニコニコ生放送の制限について、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://nicowiki.com/encode.html 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/327.html 
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最高 良い 標準
映像（解像度） 640x360
映像ビットレート Auto Mbps
フレームレート（FPS） 30
音声ビットレート 64 kbps
H.264設置 MAIN
キーフレーム 2 seconds

カスタム設定

解像度 640x360、480x576、480x480、352x576、352x480、 
576x360、352x288、352x240、320x240、320x180

映像ビットレート Auto Mbps
フレームレート
（FPS） 30、29.97、25、24、20、15

音声ビットレート 64、32 kbps

H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds



【2. Twitch】 

Step １： 
　『RECentral 3』でライブ配信モードを選択します。 
「ライブ配信プラットフォーム」にて[+]のアイコンをクリックし、 
▼でメニューを開いて「Twitch」を選択してから「次へ」をクリックすると、 
Twitchの認証ページが立ち上がります。「Username（ユーザー名）」と 
「Password（パスワード）」を正しく入力し、「Log In（ログイン）」を 
クリックします。（※「I’m not a robot（わたしはロボットではありません）」 
という認証システムが現れる場合は、文字の隣のチェックボックスをクリック 
してチェックを入れて認証を受けて下さい）。 

Step ２： 
　ログインすると、下記の画面に切り替えます。サーバーを指定する場合は、 
【サーバー】にて▼でメニューを開いてサーバーを指定します。 
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Step ３ 
解像度/画質の設定： 
　【映像設定】画面の【品質】にて▼でメニューを開いて「最高」「良い」「標準」
を選択するか、若しくは「カスタム」を選択して、配信品質を細かく設定します。 
　設定が完成したら、【保存】をクリックして終了します。 

※高画質配信する（1080p/60fpsなど）を行いますか、若しくは 
　【PiP機能】、【自動録画機能】を有効にする場合は、メインメニューの 
　【コーデック】でCPU/GPU（グラフィックボード）内蔵のハードウェア 
　エンコーダ（NVIDA / AMD、QSVなど）を使用することをお薦めします。 
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最高 良い 標準
映像（解像度） 1920x1080 1280x720 848x480
映像ビットレート 3.5 Mbps 2 Mbps 1 Mbps
フレームレート（FPS） 60 30 30
音声ビットレート 128 kbps 128 kbps 128 kbps
H.264設置 MAIN MAIN MAIN
キーフレーム 2 seconds 2 seconds 2 seconds

カスタム設定

解像度

1920x1080、1680x1050、1440x900、1360x768、
1280x1024、1280x800、1280x768、1280x720、
1024x768、800x600、848x480、768x480、 
720x576、720x480、640x480、640x360、576x360 

※選択できる解像度は映像ソースの出力解像度/FPS 
　により決められます（1920x1080に設定できない場合 
　もあります）。

映像ビットレート 4.5～0.3 Mbps

フレームレート
（FPS）

60、59.94、50、30、29.97、25、24、20、15 

※選択できるフレームレートは出力解像度により 
　決められます。

音声ビットレート 128、96、64、32 kbps
H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds



【3. YouTube Live（YouTube Gaming）】 
Step １：事前の準備 - クリエイターツールでライブ ストリーミングを有効にする 

※YouTube Liveに関する詳しく説明は、下記のサイトをご参照下さい。 
　http://www18.atwiki.jp/live2ch/pages/456.html 

1. 
　YouTube Liveを利用するには、ライブストリーミングサービスに認証済みアカウント 
を持つことが必要ですので、YouTubeのクリエイターツールのページを開いて 
（※Google Chromeを使用することをお薦めします）、Googleのアカウント 
を選択/ログインしてから、左側のメニュー「チャンネル」→「ステータスと機能」 
の順にクリックして、「ライブ ストリーミング」という項目がありますので、 
「有効にする」をクリックして下さい。 
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　もし ライブ ストリーミング は既に有効になっている場合は、下記の画像のように 
「ライブ ストリーミング」が有効の状態になっています。YouTubeLiveでのライブ配信 
ができる状態です。 

 

　「ライブ ストリーミング」が有効の状態になっていない方は、 
以下の手順を読んで進めて下さい： 

2. 
　YouTubeでチャンネル作成の表示がされますので、「チャンネルを作成」 
をクリックします。 
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3. 
　Google側はアカウントの確認の表示がされますので、国を選択して、確認コード 
の受取方法（電話若しくはでSMS）、電話番号などを選択・入力してから、 
「送信」をクリックして下さい。（※「I’m not a robot（わたしはロボット 
ではありません）」という認証システムが現れる場合は、文字の隣のチェックボックス 
をクリックしてチェックを入れて認証を受けて下さい）。 
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4. 
　（SMSで受け取るを選択する場合）確認コードを正しく入力しまして、 
「送信」を押して、「YouTubeアカウントが確認されました。」 
と表示されましたら成功です。「次へ」をクリックします。 

　利用規制が表示されますので、内容をよく確認してから、 
「同意する」をクリックします。 
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5. 
　画面が最初に戻りまして、「ライブ ストリーミングをご利用いただけるように 
なりました」という画面が表示されます（「ライブ ストリーミング」が有効の状態 
になっています）。 

　「チャンネル」→「ステータスと機能」の順にクリックして、 
「ライブ ストリーミング を配信できます」と表示されましたら、 
 ライブ ストリーミング が有効なっています。これでYouTube Live側の設定は終了です。
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Step ２： 
　『RECentral 3』でライブ配信モードを選択します。 
「ライブ配信プラットフォーム」にて[+]のアイコンをクリックして、▼でメニュー 
を開いて「YouTube Live」を選択してから「次へ」をクリックすると、Google 
の認証ページが立ち上がり、メールアドレスとパスワードを正しく入力して、 

「ログイン」をクリックします 

　「端末の接続」コードを指定・入力してから【続行】をクリックして、 
最後は「AVerMedia Live Streaming が次の許可をリクエストしています」 
の画面が現れ、【許可】をクリックします。 

※ログインできない場合： 
　YouTubeの配信アカウントを作成・認証する際は、アカウント/パスワードを正しく 
入力しても、「無効なアカウント若しくはパスワード」というメッセージが表示されて 
ログインができない場合は、YouTubeのクリエイターツールを開いて 
（※Google Chromeを使用することをお薦めします）、「ライブ ストリーミング 」 
が「有効にする」になっているかどうか、ご確認下さい。有効にしていない場合は、 
アカウントとパスワードを正しく入力してもログインできませんので、有効にして下さい。 
　ライブ ストリーミングを有効にしていない場合は、本書の41~45ページの説明の通りに、 
ライブ ストリーミングを有効にしてから再度試して下さい。 
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Step ３ 
①　配信情報の設定： 
　【一般】画面で、「タイトル」「カテゴリ」「説明」「タグ」「プライバシー 
（公開/非公開/プライベート）」などの配信情報を設定します。 
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②　解像度/画質の設定： 
　【映像設定】画面の【品質】にて▼でメニューを開いて「最高」「良い」 
「標準」を選択するか、若しくは「カスタム」を選択して、配信品質を細かく 
設定します。 
　設定が完成したら、【保存】をクリックして終了します。 

※高画質配信する（1080p/60fpsなど）を行いますか、若しくは 
　【PiP機能】、【自動録画機能】を有効にする場合は、メインメニューの 
　【コーデック】でCPU/GPU（グラフィックボード）内蔵のハードウェア 
　エンコーダ（NVIDA / AMD、QSVなど）を使用することをお薦めします。 
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最高 良い 標準
映像（解像度） 1920x1080 1280x720 848x480
映像ビットレート 4.5 Mbps 2 Mbps 1 Mbps
フレームレート（FPS） 60 30 30
音声ビットレート 128 kbps 128 kbps 128 kbps
H.264設置 MAIN MAIN MAIN
キーフレーム 2 seconds 2 seconds 2 seconds

カスタム設定

解像度

1920x1080、1280x720、848x480、768x480、 
720x480、640x480、640x360、576x360 

※選択できる解像度は映像ソースの出力解像度/FPS 
　により決められます（1920x1080に設定できない場合 
　もあります）。

映像ビットレート 4.5～0.3 Mbps

フレームレート
（FPS）

60、59.94、50、30、29.97、25、24、20、15  

※選択できるフレームレートは出力解像度により 
　決められます。

音声ビットレート 128、96、64、32 kbps
H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds



③　ストリームの設定： 
　【詳細設定】画面で、下記の画像のように配信に関することを 
細かく設定します。 
　設定が完成したら、【保存】をクリックして終了します。 

【ストリームの最適化】 
・視聴者との交流向けに最適化（低遅延） 
　配信の遅延が短縮され、配信画面の反映が早くなりますが、視聴者の回線速度 
　が遅い場合は、動画の再生時に「バッファ処理中（動画が一時止まる）」 
　という表示が頻繁に起こる可能性があります。 

・視聴者側のバッファを減らすために最適化 
　配信中に視聴者側で動画の再生時に「バッファ処理中」という表示が出る頻度  
　を低減させますが、配信画面の反映が遅くなります。 

・埋め込む（エンベット） 
　他のサイトへの動画の埋め込みを許可します 

・DVR（巻き戻し） 
　DVR を有効にする 
　（視聴者はライブ配信を視聴中に、映像を巻き戻して再生できます） 
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【4. Facebook】 

Step １： 
　『RECentral 3』でライブ配信モードを選択します。 
「ライブ配信プラットフォーム」にて[+]のアイコンをクリックして、 
▼でメニューを開いて「Facebook」を選択してから「次へ」をクリックすると、 
Facebookの認証ページが立ち上がります。「メールまたは電話番号 
（Email or Phone）」と「パスワード（Password）」を正しく入力し、 
「RECentralにログインしたままにする」のチェックボックスをクリックして 
【ログイン（Log In）】をクリックします。 

Step ２ 
①　配信情報の設定： 
　ログインすると、下記の画面に切り替えます。「タイトル」「説明」「投稿先」 
「プライバシー」などを設定します。 
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②　解像度/画質の設定： 
　【映像設定】画面の【品質】にて▼でメニューを開いて「最高」「良い」「標準」
を選択するか、若しくは「カスタム」を選択して、配信品質を細かく設定します。 
　設定が完成したら、【保存】をクリックして終了します。 

※高画質配信する（1080p/60fpsなど）を行いますか、若しくは 
　【PiP機能】、【自動録画機能】を有効にする場合は、メインメニューの 
　【コーデック】でCPU/GPU（グラフィックボード）内蔵のハードウェア 
　エンコーダ（NVIDA / AMD、QSVなど）を使用することをお薦めします。 
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最高 良い 標準
映像（解像度） 1280x720 1280x720 848x480
映像ビットレート 3.5 Mbps 2 Mbps 1 Mbps
フレームレート（FPS） 30 30 30
音声ビットレート 128 kbps 128 kbps 128 kbps
H.264設置 MAIN MAIN MAIN
キーフレーム 2 seconds 2 seconds 2 seconds

カスタム設定

解像度

1280x720、1152x864、1024x768、960x540、 
800x600、848x480、768x480、720x576、 
720x480、704x576、640x480、640x360、 
480x576、480x480、352x576、352x480、 
576x360、352x288、352x240、320x240、 
320x180 

※選択できる解像度は映像ソースの出力解像度/FPS 
　により決められます。

映像ビットレート 4～0.3 Mbps

フレームレート
（FPS）

30、29.97、25、24、20、15  

※選択できるフレームレートは出力解像度により 
　決められます。

音声ビットレート 128、96、64、32 kbps
H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds



【5. Hitbox】 

Step １： 
　『RECentral 3』でライブ配信モードを選択します。 
「ライブ配信プラットフォーム」にて[+]のアイコンをクリックして、 
▼でメニューを開いて「Hitbox「を選択してから「次へ」をクリックすると、 
Hitboxの認証ページが立ち上がります。「Username（ユーザー名）」と 
「Password（パスワード）」を正しく入力して【Sign In（サインイン）】を 
クリックして、【Authorize（許可）】をクリックします。 

Step ２ 
①　サーバーの設定： 
　ログインすると、下記の画面に切り替えます。サーバーを指定する場合は、 
【サーバー】にて▼でメニューを開いてサーバーを指定します。 
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②　解像度/画質の設定： 
　【映像設定】画面の【品質】にて▼でメニューを開いて「最高」「良い」「標準」
を選択するか、若しくは「カスタム」を選択して、配信品質を細かく設定します。 
　設定が完成したら、【保存】をクリックして終了します。 

※高画質配信する（1080p/60fpsなど）を行いますか、若しくは 
　【PiP機能】、【自動録画機能】を有効にする場合は、メインメニューの 
　【コーデック】でCPU/GPU（グラフィックボード）内蔵のハードウェア 
　エンコーダ（NVIDA / AMD、QSVなど）を使用することをお薦めします。 
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最高 良い 標準
映像（解像度） 1920x1080 1280x720 848x480
映像ビットレート 3.5 Mbps 2 Mbps 1 Mbps
フレームレート（FPS） 30 30 30
音声ビットレート 128 kbps 128 kbps 128 kbps
H.264設置 MAIN MAIN MAIN
キーフレーム 2 seconds 2 seconds 2 seconds

カスタム設定

解像度

1920x1080、1680x1050、1440x900、1360x768、
1280x1024、1280x800、1280x768、1280x720、
1024x768、800x600、848x480、768x480、 
720x576、720x480、640x480、640x360、576x360 

※選択できる解像度は映像ソースの出力解像度/FPS 
　により決められます（1920x1080に設定できない場合 
　もあります）。

映像ビットレート 7.5～0.3 Mbps

フレームレート
（FPS）

60、59.94、50、30、29.97、25、24、20、15 

※選択できるフレームレートは出力解像度により 
　決められます。

音声ビットレート 128、96、64、32 kbps

H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds



　シーン機能は、複数の画面を瞬時に切り替えられる機能です。同機能を使うこと 
で、様々なシーンを一瞬で切り替えることができます。 
　『RECentral 3』はピクチャー・イン・ピクチャー（PiP）機能を搭載すること 
で、ゲーム機や接続機器の映像（ソース機器）に、ウェブカメラの映像・複数の 
画像/テキスト、動画、ウェブページなどを重ねて、ライブ配信/録画をすること 
ができます。 

Step1： 
　【シーン】のアイコンをクリックします。 
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2-5. シーン機能（PiP機能）

2-5-1. シーン機能の見方/操作手順



Step ２： 
　使用したいシーンを選択するか、若しくは「シーン」を新規作成します。 
　使用したいシーンを指定して、「画像」「ウェブカメラ」 
「映像ソース（ゲーム機など）」を追加するか、若しくは「…」のアイコンを 
クリックして「動画」「ウェブページ」「テキスト」を録画/配信ウィンドウに 
自由に配置することができます。 

※シーン機能を「OFF」にすると、シーン機能を無効にします。 
　録画/配信ウィンドウで接続機器の映像のみ表示されます。 
※シーン機能をOFFしている場合は、「ライブ編集機能」「PC音声」を選択できません 
　（詳しくは22 & 25ページ）。 

※「映像ソース」「ウェブカメラ」「動画」は最大一つまで配置します。 
　「画像」「ウェブページ」「テキスト」は多数配置することができます。 
※オブジェクト（映像ソース/ウェブカメラ/動画/ウェブページ/画像/  
　テキストなど）を多数配置する場合は、パソコンの構成状況により、映像と音声 
　遅延（ラグ、音ズレ）が発生することがあります。遅延が発生する場合は、  
　各シーンのオブジェクトを削除してから再度お試し下さい。 
※【PiP機能】を有効にする場合は、メインメニューの【コーデック】で 
　CPU/GPU（グラフィックボード）内蔵のハードウェアエンコーダ 
　（NVIDA / AMD、QSVなど）を使用することをお薦めします。 
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　シーンを選択してドラッグ&ドロップして、シーンの並び順序を調整できます。 

Step ３： 
　録画/配信ウィンドウに配置した「オブジェクト（画像/ウェブカメラ/映像）」
を設置します。調整したいオブジェクトを選択して、オブジェクトの大きさや位置 
を調整したり、前面/背面に移動することができます。 
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【① 映像ソース（キャプチャーデバイス）： 
　　  1) 配置（サイズ&位置）　2) 映像（映像の切り抜き, 回転と反転）】 

【② ウェブカメラ： 
　　  1) 配置（サイズ&位置）】 
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2-5-2. シーン機能の設定



【② ウェブカメラ： 
　　  2) 背景除去（背景除去の方式）】 
【背景除去の方式】にて▼でメニューを開いて「NONE（デフォルト）」、 
「Chrome Key（無料）」、「TriDef SmartCam（別途有料）」を設定します。 

- 背景除去の方式：1. Chroma Keyを選択する場合： 
　背景色（緑、赤、青、カスタム）を設定します。 

※クロマキーを使用する場合は、撮影用背景布（グリーンバック/クロマキー 
　グリーン）を別途設置することが必要です。 
　（Amazon - 撮影用背景布のご購入：https://goo.gl/3Gl2Hv） 
※Chroma Key（クロマキー / クロマキー合成）に関する詳しい情報は下記の 
　サイトをご参照下さい。 
・https://ja.wikipedia.org/wiki/クロマキー 
・http://wazalabo.com/chromakey.html 
・https://kotobank.jp/word/クロマキー-3084 
・（動画）https://www.youtube.com/results?q=クロマキー&sp=CAM%253D 
・（動画）https://www.youtube.com/watch?v=cOyla67NMHk 
・（動画）https://www.youtube.com/watch?v=F0h2hTQ0N2U 
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- 背景除去の方式： 
2. TriDef SmartCamを選択する場合（初めての使用手順）： 

1. 
　「TriDef SmartCamを試す」をクリックして、TriDef公式サイト 
（https://www.tridef.com/products/smartcam-avermedia）にアクセスして、 
「TriDef SmartCam for AVerMedia」をダウンロードして下さい。 

 

2. 
　ダウンロードが完了したら、アイコンをダブルクリックしてインストーラーを 
立ち上げ、画面の指示に従ってインストールを進めて下さい。 
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https://www.tridef.com/products/smartcam-avermedia


３. 
　インストールが完了したら、「TriDef Software Activation」というウィンドウ 
が現れます。「Try」をクリックして、画面の指示に従って操作を進めて下さい。 
※「TriDef SmartCam」の無料期間は14日です。その後はお客様ご自身でソフト 
　のライセンスをご購入下さい。 

4. 
「TriDef SmartCam」を選択してから、 
「頭と肩を保ちます」「品質」「スムーズ」を設定します。 

【使用上のご注意】 

※詳しくはTriDef SamrtCamのクイックガイドを参考して下さい： 

　https://www.tridef.com/user-guide/smartcam-avermedia 
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【② ウェブカメラ： 
　　  3) 設定（映像出力・入力設定）】 
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【③ 画像： 
　　  1) 配置（サイズ&位置）　2) 映像（透明度）】 

【④ 動画： 
　　  1) 配置（サイズ&位置） 
　　  2) 再生（再生区間 / 再生方式の指定 / サウンド設定）】 
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【⑤ ウェブページ： 
　　  1) 配置（サイズ&位置） 
　　  2) 映像（リサイズ） 
　　  3) 設定（プログラミングの設定）】 
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【⑥ テキスト： 
　　  1) 配置（サイズ&位置） 
　　  2) テキスト（フォーマット / アニメーション） 
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【シーンを切り替える】 
　シーンの設定/選択をしてから、【ダッシュボード】のアイコンを選択して、 
実際にライブ配信/録画に行います。ライブ配信/録画中でも、自由にシーン 
を切替えることができまして、ライブ配信/録画の画面に反応/記録します。 
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①　カテゴリーや作成日によって分類される動画/静止画ファイルのフォルダ 
②　動画/静止画リスト（当カテゴリーに分類される動画/静止画ファイル） 
　　・動画/静止画をダブルクリックして、再生ソフトを起動して再生します。 
③　選択した動画/静止画の情報 
④　選択した動画/静止画をリネーム/カテゴリー変更/削除します。 
⑤　選択した動画/静止画を動画/SNSサイトに共有します。 
　　※対応する動画/SNSサイト： 
　　　YouTube（動画/静止画）、Facebook（動画/静止画） 
　　　Twitter（静止画のみ）　 
　　※初めて動画/静止画をシェアする場合は、動画/SNSサイトのアカウントを 
　　　設定して認証することが必要です。 
　　※動画/静止画を毎回に共有する際、情報を入力・設定できます： 
　　　- YouTube：タイトル、説明、タグ、カテゴリー、プライバシー 
　　　- Facebook：説明、共有範囲 
　　　- Twitter：説明、共有範囲 
⑥　動画/静止画の共有履歴を確認/消去できます。 
　　また、アップロード中の動画を中止/再開できます。 
⑦　動画/静止画リストの表示方法（リスト表示/アイコン表示）を切り替えます。 
⑧　動画/静止画リストの表示順序（作成日/名前/種類/サイズ/再生時間） 
　　を切り替えます。 

  /  69 80

2-6.  ファイル管理/シェア



⑨　動画/静止画リストの表示の降順/昇順を切り替えます。 
　メインメニューで【設定】を選ぶと、設定画面のメニューが表示されます。 

【1. 一般】 

①　表示する言語を変更します。 

②　【変更】をクリックすると、録画/スナップショット（静止画）ファイル 
　　の保存先を設します。 

③　ビデオレンダラー（Ｖideo Renderer） 
　　一部のグラフィックカードに互換性の問題があり、映像が正常に表示されない 
　　場合は、「VMR9」或いは「EMR」を選択してから再試行して下さい。 
　　（※デフォルトは「EVR」です。） 
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2-7.  設定

①

②

③



【2. マイク】 

①　パソコンに複数のマイクを切替える際は、▼でメニューを開いて 
　　マイクを選択できます。 
　　- 「マイク音声を別のmp3ファイルとして保存する」にチェックを入れると、 
　　　 マイク音声をmp3形式の別ファイルとして保存できます。 

②　【マイク入力音量】のつまみを左右に動かすと、選択したマイクの入力音量 
　　を調整できます。 

③　【テスト開始】をクリックすると、マイクの入力音量/レベルのテスト 
　　を開始します。 
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①

②

③



【3. ショートカットキー】 

①　「録画/配信の開始/停止」、「マイク録画の開始/停止」、 
　　「スナップショットの撮影」、「ライブ編集でタイムマークの追加」の 
　　４つを行うショットカットキーを設定します。 
　　【デフォルト】ボタンをクリックすると、ショットカットキーの標準設定 
　　に戻ります。 
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【4. 共有】 

①　Facebookのアカウントを追加/削除します。 
②　Twitterのアカウントを追加/削除します。 
③　YouTubeのアカウントを追加/削除します。 

【5. 設定プロファイル】 

①　これまでに保存した設定プロファイルをエクスポートするか、 
　　若しくは別の設定プロファイルを『RECentral 3』にインポートします。 

②　▼でメニューを開いて録画プロファイルを選択して再設定するか、 
　　若しくは選択した録画プロファイルを削除します。 

③　▼でメニューを開いて配信プロファイルを選択して再設定するか、 
　　若しくは選択そた配信プロファイルを削除します。 
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①

②

③

①

②

③



【6. RECentralについて】 

①　『RECentral 3』のバージョン情報： 
　　【更新のチェック】をクリックすると、インターネットに接続して 
　　更新プログラムの確認が実行されます。 

②　製品ページのQ&Aに飛びます。 

③　ご意見・ご要望を記入してアバーメディアに送信します。 

※Live Gamer HD 2 = C988 
※LIVE GAMER PORTABLE 2 = AVT-C878 
※Live Gamer EXTREME = GC550 

④　ユーザー体験を向上する「ソフトウエア改善プロジェクト」 
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②

①

③

④



【7. キャプチャーデバイス（C988）の設定】 

1.　一般 

①　C988本体に搭載されるLEDライトの明るさを調整します。 

②　HDCP検出機能： 
　　C988本体の【HDCP検出】をオン/オフにします。 

　　※iOSデバイス（iPhoneなど）を録画/配信する場合、 
　　　C988側の「HDCP検出機能」をオフにして下さい（→9~11ページ）。 
　　※PS4を録画/配信する場合、PS4側の設定でHDCPをあらかじめ 
　　　オフにして下さい（→8ページ）。 
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①

②



2.　ドライバー及びファームウェアのバージョン情報 

①　デバイスのドライバー（Driver） / ファームウェア（Firmware）のバージョン情報： 
　　【更新のチェック】をクリックすると、インターネットに接続して 
　　更新プログラムの確認が実行されます。 
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①



情報

・本製品は、第二種情報装置（住宅地域又はその隣接した地域において使用されるべき 
　情報装置）で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置など電波障害 
　自主規制協議会（VCCI）基準に適合しております。しかし、本装置をラジオ、 
　テレビジョン受信機に接近してご使用になると、受信障害の原因となることが 
　あります。この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用する 
ことを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に 
近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

顧客プライバシー保護

・AVerMedia Technologies はお客様との取引やサービスを提供するためにお客様 
　の個人情報を収集し、その範囲内で収集した個人情報を利用します。また、 
　収集したお客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない第三者には提供・開示しません。 
　製造元：AVerMedia Technologies  
　Webサイト：http://www.avermedia.co.jp 

安全のために、必ずお読みください

警告：この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能性が 
想定される内容を示しています。 
（注意：取り付け・接続の際は、以下を厳守してください。感電・火災・発煙の原因 
　となります。） 

・本製品は、VCCIクラスBに基づき、家庭環境で使用することを目的に設計されています。 
・本製品の使用にあたり、この説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 
・安全のため接続手順をこの説明書に従って行ってください。 
・添付品または指定品をご使用ください。 
・体に帯電した静電で部品が壊れる恐れがありますので、本製品の回路部分には直接手を 
　触れないでください。 
・本製品の基板部分には直接手を触れないでください。基板には尖っている部分があります。 
　誤って触れるとけがの原因となります。 
・本製品は子供が手を触れないようにしてください。 
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第3章：使用上のご注意

 12 使用上のご注意

情報

本製品は、第二種情報装置（住宅地域又はその隣接した地域において使• 
用されるべき情報装置）で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情
報処理装置など電波障害自主規制協議会（VCCI）基準に適合しており
ます。しかし、本装置をラジオ、テレビジョン受信機に接近してご使用
になると、受信障害の原因となることがあります。この説明書に従って
正しい取り扱いをしてください。

顧客プライバシー保護

AVerMedia Technologiesはお客様との取引やサービスを提供するために• 
お客様の個人情報を収集し、その範囲内で収集した個人情報を利用しま
す。また、収集したお客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない第三者
には提供・開示しません。 
製造元：AVerMedia Technologies 
Web サイト：http://www.avermedia.co.jp

安全のために、必ずお読みください。

警告：この警告を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を
負う可能性が想定される内容を示しています。 
（注意：取り付け・接続の際は、以下を厳守してください。感電・火災・
発煙の原因となります。）

本製品は、VCCI Class-Bに基づき、家庭環境で使用することを目的に設• 
計されています。

本製品の修理・分解・改造をしないでください。• 

本製品の使用にあたり、この説明書に従って正しい取り扱いをしてくだ• 
さい。

安全のため接続手順をこの説明書に従って行ってください。• 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置
です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、ラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いを
してください。

http://www.avermedia.co.jp


・本製品の分解・改造をしないでください。 
・本製品に他の家電製品を近づけて使用した場合、重心障害を起こすことがあります。 
・作業の前に、本製品を接続する機器および周辺機器の電源を切り、コンセントから 
　抜いてください。 
・本製品の動作中、停電や電源を落とした場合は、正常に録画ファイルの保存がで 
　きなかったり、ファイルの消失が発生する可能性があります。 
・極端な温度の中で本製品を使用しないでください。 
・火災や感電の原因となるので、電源をいれたまま移動しないでください。 
・火災や感電の危険があるので、本製品をぬらしたり、ぬれた手で扱わないでください。 
・火災や感電の危険がある場合は、本製品を自身で修理組み立てを行わないでください。 
・煙が出たり変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してください。 

お問い合わせ・修理について 

・ご購入前の製品に対するお問い合わせ、その他のご質問、ご購入後の製品の修理 
　と技術的なお問い合わせ： 
　アバーメディアサポートセンター：AVT.Japan@avermedia.com　　 
　※受付時間：9:00～17:00　月～金曜日（祝祭日を除く） 
　※詳しくは AVerMedia 公式サイトの【サポート】 → 【修理・お問い合わせ】 
　　をご参照下さい。  

・保証期間中（ご購入日から1年間）の自然故障につきましては無償修理の対象と 
　なります。 
・保証を受ける為には、レシートなどの購入履歴のわかるものをご購入された 
　正規販売店にご提示いただく必要があります。お客様におかれましては、 
　レシートなどのご購入履歴のわかるものを大切に保管していただきますよう 
　お願いいたします。 
・自然故障以外、または保証期間外の有償修理をご希望の場合、先に修理金額を 
　お知らせします。その上で、修理をお受けになるかご検討ください。修理依頼 
　いただかない場合は、有料で返送いたします。 
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 10 使用上のご注意

お問い合わせ

 ‧ ご購入前の製品に対するお問い合わせ、その他のご質
問、ご購入後の製品の修理と技術的なお問い合わせ： 
アバーメディアサポートセンター： 
AVT.Japan@avermedia.com

  ※受付時間：9：00 〜 17：00　月〜金曜日（祝祭日を  
    除く）

  ※詳しくは AVerMedia 公式サイトの【サポート】→   
   【修理・お問い合わせ】（http://www.avermedia. 
    co.jp/maintenance/index.html）をご参照下さい。

顧客プライバシー保護

 ‧ 保証期間中（ご購入日から１年間）の自然故障につきま
しては無償修理の対象となります。

 ‧ 自然故障以外、または保証期間外の有償修理をご希望の
場合、先に修理金額をお知らせします。その上で、修理
をお受けになるかご検討ください。修理依頼いただかな
い場合は、有料で返送いたします。

 ‧ サポート対応は日本国内のみとなります。

 ‧ 本製品の使用によって生じるあらゆる直接的・間接的損
害に関して、 AVerMedia Technologies, Inc.は一切の
責任を負いません。

 ‧ 「AVerMedia」はAVerMedia Technologies, Inc.の商標
（または登録商標）です。その他、記載されている全て
の商標は各社の所有物です。

 ‧ 仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更される
ことがあります。

 ‧ 製㐀地:台湾（アクセサリーを除く）

機種型番 ： C988

保証期間 ： お買い上げ日より 1 年間

お客様　お名前 お買い上げ日：  年　 月 　日

販売店押印欄

ご住所

TEL

 ‧ 保証を受ける為には、レシートなどのご購入履歴のわか
るものをご購入された正規販売店にご提示いただく必要
があります。お客様におかれましては、レシートなどの
ご購入履歴のわかるものを大切に保管していただきます
ようお願いいたします。

mailto:AVT.Japan@avermedia.com
http://www.avermedia.co.jp/maintenance/index.html


・サポート対応は日本国内のみとなります。 
・並行輸入品にご注意ください： 
　並行輸入品には輸入元の国・地域が発行した地域保証が付与されますが、 
　地域保証はその地域内のみが適用範囲となります。 日本国内での正規保証 
　が適用されません。現状、サポートセンターの人的・物的な対応余力、 
　及びそれら海外仕様製品に係る技術的ノウハウ等の観点から、 
　修理・メンテナンスなどのアフターサービスを行うことができません。 
　また、これら並行輸入品のご購入に関するトラブルにつきましても、 
　弊社では対応いたしかねます。ご理解のほどお願い申しあげます。 
・製造地：台湾（アクセサリーを除く） 

ご注意

・仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。 
・本製品の使用によって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関して、 
　AVerMedia Technologiesは一切の責任を負いません。 
・本製品で記録したものを、私的な目的以外で著作権者や他の権利者の承諾 
　を得ずに複製・配布・配信することは著作権法や国際条約の規定により 
　禁止されています。 
・「AVerMedia」はAVerMedia Technologies, Inc.の商標（または登録商標） 
 　です。その他、記載されている全ての商標は各社の所有物です。  
・記載されているすべての商標は各社の登録商標または商標です。 
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